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道
路
工
業
株
式
会
社

 

俱
知
安
工
事
事
務
所

　

蘭
越
町
役
場
の
駐
車
場
区

画
線
（
白
線
）
の
補
修
作
業

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し

地
域
貢
献
さ
れ
た
、
道
路
工

業
㈱
俱
知
安
工
事
事
務
所

（
山
口
謙
治
所
長
）
に
７
月

８
日
、
金
町
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

蘭
越
町
へ
ド
ロ
ー
ン
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
22
日
、
防
災
業
務
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
株
式
会
社
志
比

川
組
（
志
比
川
潤
代
表
取
締
役
）
が
来
庁
し
、
蘭
越
町
に
ド
ロ
ー
ン
１
セ
ッ

ト
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
比
川
潤
代
表
取
締
役
は
「
近
年
、

ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
様
々
な
技
術

を
、
蘭
越
町
の
防
災
業
務
は
も
と
よ

り
、
広
報
業
務
、
土
木
建
築
業
務
な

ど
、
様
々
な
業
務
に
活
用
し
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
寄
贈
の
経
緯
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
防
災
業
務
で
の
空
中
撮

影
の
活
用
は
も
と
よ
り
、
工
事
の
進

捗
状
況
、
イ
ベ
ン
ト
の
記
録
撮
影
な

ど
、
幅
広
く
利
活
用
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

地
域
貢
献
に
感
謝
状
の
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蘭
越
建
設
協
会
（
10
社
）

　

　

７
月
23
日
に
ラ
ン
ラ
ン
公
園
内
の
せ
せ

ら
ぎ
水
路
の
清
掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実

施
さ
れ
、
地
域
貢
献
と
し
て
公
共
施
設
環

境
の
環
境
美
化
に
努
め
ら
れ
た
蘭
越
建
設

協
会
（
協
力
会
社　

株
式
会
社
日
野
・
株

式
会
社
長
澤
電

気
・
株
式
会
社

菅
原
組
・
株
式

会
社
ナ
カ
ジ

マ
・
株
式
会
社

増
田
建
設
・
株

式
会
社
福
島
建
設
・
石
田
産
業
株
式
会

社
・
有
限
会
社
長
澤
設
備
・
佐
藤
建
設

株
式
会
社
・
株
式
会
社
テ
ク
ノ
バ
ン
ハ

ウ
ス
）
に
対
し
、
８
月
６
日
、
金
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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第21回高齢者・障害者室内レクリエーション大会

第69回「社会を明るくする運動」地区内巡回啓発
鈴木のりたけさん講演会
2019年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第６戦
ラリーカムイ（～6日）
第52回町民スポーツ陸上競技大会兼第58
回蘭越町小学校夏季体育大会
高松宮賜杯第63回全日本軟式野球大会南
北海道大会（～8日）
第6回ニセコクラシック
第1回町民スポーツ交流会
「夏の交通安全運動」街頭啓発

第28回羊蹄山ろく連合消防演習
第1回蘭越町もみ殻熱利用実証プロジェクト
推進協議会
第70回ニセコ観音祭
第25回参議院議員通常選挙
第21回北海道市町村職員年金者連盟後志支部
パークゴルフ大会
第13回蘭越町グラウンド・ゴルフ夏季交歓大会
第1回カラオケサークル交流会
第30回後志市町村対抗ゲートボール大会
第6回蘭越せせらぎまつり前夜祭
第6回蘭越せせらぎまつり
たべりば食堂（らんこし地域食堂）
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今
年
は
、
蝉
が
鳴
か
な
い
７
月
で

し
た
が
、
こ
れ
も
異
常
気
象
の
一
つ

で
し
ょ
う
か
。
危
険
な
暑
さ
を
乗
り

切
る
た
め
、
十
分
な
休
憩
と
こ
ま
め

に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。（
松
山
）

夏
を
彩
る
花
火
大
会
は
思
い
出
深

い
も
の
で
、
小
さ
い
頃
、
祖
父
の
家

の
す
ぐ
そ
ば
で
打
ち
上
が
る
花
火
を

見
な
が
ら
豚
串
を
食
べ
て
い
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

家
族
や
親
戚
、
仲
間
達
と
一
緒
に

同
じ
夜
空
を
見
上
げ
る
。
打
ち
上
げ

花
火
は
、
い
つ
の
時
代
も
い
い
も
の

で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
（
島
下
）

　

　
短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）

小
森　

チ
ナ

若
き
日
に
作
り
し
と
ビ
ー
ズ
の
バ
ッ
ク

姉
の
形
見
と
も
ら
い
て
来
た
り

西
條　

美
登

夢
に
て
も
亡
母
の
介
護
が
出
来
た
と
き

目
覚
め
た
あ
と
も
心
ほ
っ
こ
り

田
中
ち
る
は

旅
人
の
長
き
情
の
糸
た
ぐ
り

心
引
き
寄
す
古
里
の
道

中
林　

ト
メ

夏
至
に
降
る
雨
は
季
節
の
移
り
を
ば

伝
え
て
尚
も
濃さ

み
ど
り緑

さ
や
か

中
屋　

吉
恵

姉き
ょ
う
だ
い

妹
で
旅
の
思
い
出
に
買
い
し
も
の

南
部
風
鈴
ほ
ど
よ
く
ゆ
れ
て

野
口
の
ぶ
子

軽
ト
ラ
に
笑
顔
と
花
苗
よ
う
つ
ん
で

会
い
に
ゆ
き
ま
す
仲
間
の
み
な
に

宮
谷
内
誠
子

連
日
の
練
習
成
果
を
持
ち
帰
る

笑
顔
え
が
お
の
球
児
に
拍
手

脇
山　

好
子

ふ
と
思
う
友
と
歩
い
た
砂
利
道
の

石
蹴
り
な
が
ら
学
校
帰
り

吉
田　

文
子

大お

お

な

い

地
震
の
傷
跡
見
ゆ
る
阿
蘇
山
に

日
が
な
草
食
む
牛
の
千
頭

久
保
田
飛
鳥

蘭ら

ん

し

ょ

う

越
小
学
校
の
鼓
笛
演
奏
伝
統
に

終
り
を
告
げ
る
主
指
揮
の
合
図

　

俳
句
（
蘭
越
俳
句
会
か
ら
）

田
中　

水
月

山
の
神
暑
さ
凌
ぎ
に
雲
の
笠

中
兼
裕
美
子

炎
天
下
幼お

さ
な
ご児

ふ
た
り
蝶
を
追
う上

野　

朝
子

早
咲
き
て
父
の
忌
近
し
百
合
の
花

 

西
岡　

孝
一

な
つ
ぞ
ら
に
積
丹
ブ
ル
ー
波
し
ず
か

　

～
師
（
故
・
石
坂
壽
一
氏
）
を
偲
ん
で
～

石
坂　

寿
鳳

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
五
体
揺
さ
ぶ
る
大
花
火

　

△ 7/18　清流にしか生育しないとされる
　　　　  尻別川の 「梅花藻（バイカモ）」

タイトル：「岬」
出  品  展：「第４回日展」
制  作  年：昭和 36 年
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フ
ロ
ッ
ク
ス
の
花
畑
が
満
開

　

字
富
岡
に
お
住
ま
い
の
片
方
正
子
さ
ん

の
庭
で
は
、
今
年
も
フ
ロ
ッ
ク
ス
の
花
が

満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

片
方
さ
ん
は
17
年
前
か
ら
栽
培
を
始

め
、
当
初
は
10
株
し
か
な
か
っ
た
花
を
、

現
在
で
は
１
，
７
０
０
株
、
栽
培
面
積
１
，

２
０
０
㎡
ま
で
増
や
し
ま
し
た
。

　

こ
の
花
は
お
盆
に
咲
く
こ
と
か
ら
「
盆

花
」
と
も
呼
ば
れ
、
昔
は
ど
こ
の
家
庭
の

庭
に
も
咲
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
、
片
方
さ
ん
の
フ
ロ
ッ

ク
ス
を
観
賞
に
、
地
元
や
近
隣
町
村
の
方

は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
千
葉
県
か
ら
足
を

運
ぶ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
８

月
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
が
見
頃
と
の

こ
と
で
す
。




